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a 

第
8

韋
だ
け
表
.

の
形
式
が
異
な
0

て
い
る

*
: 

_

ノ
 
b
 

b
a
l
l
a
s
t

と
い
i

no

が
、

一o

ぺ
I

ジ
.

六
行
で
は「「

脚
荷」

、「

0
一
一 

ぺ

ー

ジ

下

か

ら.ニ
行
で.
は
-|
'

底
荷
用
の
石
炭

」

と
な
っ
て
い
る
。

し
れ
ら-
^訳

者

の

打

ち

合

わ

せ

の

不

足

に

ょ

る

も

め

で

'あ
ろ
.う
。.：
し
^
.
し 

同
；

1

訳
者
の
な
か
に
も
、

V

四

ぺ

丨

ジ

四

行

で

は

「

お
ょ
ぼ

す

」

、

.六

。へ
丨
ジ
下 

力
ら
七
行
で
は「

及
ぼ
す」
と
な
っ
.て
い
る
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。

.
3

 

.

全
体
に
誤
植
が
雪
多
い
。
と
く
に
外
国
匿
多
い
。
そ
の
大
部
分
は 

誤
植
と
い
う
こ
と
が
.

す
ぐ
わ
：か
る
の
.

で
、，_

読
者
：を
不
快
に
さ
&

る
だ
け
で
、
韦 

質
が
に
は
無
害
で
.

あ
る
。.

し
か
し
な4
に
は
困
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
ぇ
ば
、

.
a : 

I
J

1

ハ
べI

ジ

.表
3

丨
1

ガ
テ
.
マ
ラ
の

：「

国
内
生
車
の
う
ち
輸
出
さ 

ホ
る
^」

は「

丨」

で
は
な
く
て

「

21」

で
あ
る
。
： 

b

七
一
.へI

ジ

注

の

本

の
発

行

年
は

「

S

S」
で
は
な
く
て

「
1
9
3
9」 

c

r

一
六
ぺ
ー
ジ
表9

1

3
ア
メ
リ
ヵ.
の

「

そ
の
他
.の
世
界」

の 

「 —
2
6」

は「 1
2
6
0」

d

一
七
八
ぺ
丨
ジ
表
13

丨
1

第

二

欄「

ベ
ル
ギ
丨
、

ド
ィ
ッ
、フ
ラ 

ン
ス
の
対
ア
メ
リ
ヵ
輸
入」

は
.「

輸
出」

：.

誤
祝
の
多
レ
こ
と
は
.校
正
と
い
う
仕
事
に
対
す
る
誠
意
の
不
足
か
潔
薛
、じ 

一
般
の
不
足
に
ょ
る
も
の
と
思
わ
，て
る
。

こ
こ
に
举
げ
た
も
の
以
外
の
疑
問
箇
所
を
加
え
て
も
、
こ
れ
ら
ば
本
訳
書
の 

全
体
か
ら
み
れ
ば
、
小
さ
.な
き
ず
で
あ
ろ
う
が
、
読
者
に
本
訳
書
ば
か
ひ
で
欠 

く
原
書
、S

擎

ら

疑

わ
^

る
お
そ
れ
が
あ
るQ

で
、
山

本

登

霞

の

御

霧

(

春
秋
社
•
一
 

九
六
五
年
十
月
刊
• 

A

5
 
ニ 

一
二
六
頁
.

一.
、
〇
〇
〇
円)

•
 

九

六

(

ニ
〇
六

)

、.
+

E

'
•
ゾ

ー

メ

ン

著

貝
.

塚

：■，
啓

麗

：

' 

■

.

『

国

際

金

融

と

外

国

為

替』

大

宮

僙

.

一

本
書
は 

f

 S
o
h
m
e
n
,

 

M
e
r
m
t
i
o
m
l

 M
m
e
t
a
r
y

 Problems

 

I

 the 

Foreign E
x
c
h
a
n
g
e
r
s

 
f
 I 

p

f
 l

i
i
o
n
a
l

 
E

c

i

l

 

N
o
.

 

《

 

A
p
n
l

 

1963, 

Princeton U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
.

の
訳
で
あ
る
が
、

訳

摩

に

あ

、る
よ
ぅ
に
新
し
い
ド
ィ
ッ
語
版
に
よ
っ
て
多
く
の
箇

所

が
加
筆
さ
れ
て

い

る

。

. 

ゾ
I

メ
ン
は
熱
心
な
伸
縮
的
為
替
相
場
制
の
提
唱
者
で
あ
っ
て
、
こ

こ

で

f
 

に
付
縮
的
為
替
相
場
制
に
■お
け
る
貨
幣
政
策
の
役
割
を
i

視

し

て

い

る

。

彼
 

の
伸
縮
的
為
替
相
場Sexible exchange 

r
a
t
e

と
は

為
替
相
場
の
変
動
範H

 

を
規
制
す
る
こ
と
な
く
、
為
替
市
場
の
諸
力
に
よ

o

て
自
由
に
.決
定
さ
れ
る
為 

替
相
場
を
V

ぅ

な
お
そ
の
場
合
で
も
中
央
.銀
行
、
為
替
安
定
迤
金
に
よ
っ
て 

為
替
操
作
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

本
書
よ
り
専
門
的
な
彼
の
著
作

こ
ま

Flexible 

E
x
c
f
g
e

 

Rates, 

Theory 

I
 

c

l

i

l
 

c
h
i
l
,

 

the 

University of Chicago 

p

n
 1

9
6
L

 

が
あ
る
。

本
書
は
次
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
問
題
、
政
策
と
そ
の
万
能
薬

第
二
章
国
際
貿
易
の
機
能

 

■

第
三
章
.国
際
収
支

纪
四
章
国
際
通
貨
制
度

r

一
 

章
は
現
実
.
の
諸
問
題
を
取
扱
っ
て

お

り

、

「

^-
-

義」

、
.「

貨
幣
政
策
と
•

ヶ
. 

イ
ン
ス
経
済
学
の
有
用
性」

、「

コ
ス
ト
•
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ」

、
 

「

ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
問
題」

、「

西
ド
イ
ッ
の
国
際
収
支
問
題」

、

「

国
際
流 

動
性J

、

-1

キ
ー
•

カ
レ
ン
シ
ー」

、「

為
替
相
場
と
経
済
統
合」

、
.「

カ
ナ
ダ
の
為 

替
相
場
政
策」

の
九
節
か
ら
な
る
。

「

定
義」

で
は
為
替
相
場
の
騰
落
、
為
替
平
価
、
交
換
性
、
為
替
管
里
、
資 

本
移
動
に
つ
い
て
触
れ
、
伸
縮
的
為
替
相
場
を
提
唱
し
て
い
る
。
現

在

は

履 

通
貨
甚
金
の
協
定
第
四
条
に
よ
っ
て
、
各
加
盟
固
通
貨
の
平
価
は
金
ま
た
は
合 

衆

国

ド

ル

を

も

っ

て

表

示

さ

れ

'

通

貨

間

の

交

換

比

率

で

あ

る

為

替

相

場

の

変 

動
幅
は
平
価
の
上
下 

一
％
以
内
に
.
限
ら
れ
て
い
る
。
本
来
、
為
替
平
価
は
外
国 

為
替
市
場
に
働
く
自
動
講
力
に
.
よ
0

て
決
め
ら
れ
、
為
替
相
場
が
変
動
す
る 

中
心
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
ぅ
な
I

の
取
決
め
か
ら
加
盟
国
の
中
央
銀 

行
、
為
替
安
定
基
金
は
遷
さ
れ
た
為
替
相
場
の
.変
動
幅
を
維
持
す
る
た

め
に 

金
お
よ
び
外
国
為
替
の
売
買
を
通
じ
て
為
替
市
場
に
介
入
し
な
'け
れ
ば
な
ら
な 

I

V

そ
し
て
平
価
は「

■

的
不
均
衡」

が
存
す
る
と
基
金
篇
に
認
め
ら
れ 

る
場
合
に
の
み
調
整
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
現
行
体
制
の
特
徵
は
、
平
価
自

体

 

が
調
整
さ
れ
な
い
限
り
、
為
替
相
場
は
決
め
ら
れ
た
.
狭
い
.
範
囲
を
超
え
て
変
動 

し
得
な
い
こ
と
に
_
あ

る

。

こ
，れ

に

対

し

て

、

為

替

相

場

の

靈

範

四
に
.制
限
を 

設

け

な

い

伸

縮

的

為

替

相

場

の

.
場

合

、「

仲
縮
的」

と
い
.ぅ

こ

と

は

「

不

蹇

」

を

意

味

し

な

い

。

「

伸

縮

性」

.

の

反

対

語

は

「

硬

直

性」

で
あ
り
，
と
い
っ
て「

硬 

書

評 

.

直
性」

が

「

安
定
性」

を
豪
す
る
も
の
で
は
な
い
。
問
題
は
為
替
相
場
の
安 

定
性
維
持
が
は
か
ら
れ
る
手
段
に
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
選
択 

は
最
づ
限
の
貿
易
.
決
済
に
関
す
る
制
限
の
下
で
完
全
雇
用
を
維
持
し
な
が
ら 

自
由
な
為
替
相
場
を
と
る
か
、
あ
る
国
で
は
失
業
が
生
じ
，、
他
の
国
で
太
ィ
ン 

フ
レ
I

シ
3

ン
的
ブ
ー
ム
が
生
じ
、
通
貨
の
平
価
に
時
々
成
行
き
ま
か
せ
の
調 

整
が
行
な
わ
れ
る
よ
ぅ
な
人
為
的
に
統
制
さ
れ
た
為
替
相
場
を
と
る
か
で
あ 

る
。為

替
相
場
の
長
期
的
な
安
定
を
可
能
に
す
る
方
法
は
為
替
市
場
言

崖

争
 

的
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
の
主
張
に
従
ら
て
、
次
に
伸
瀚
的
為
替
相
場
制
に
お 

け
る
貨
幣
政
策
，の
役
割
の
重
要
性
を
説
く
。
す
な
わ
ち
、
為
#'

相
場
に
仲
缩
A

 

が
与
え
'
ら
れ
る
な
ら
ば
、
交
換
性
の
あ
る
世
界
で
は
、
貨
幣
政
策
は
利
子
率
の 

操
作
に
よ
っ
て
国
際
貿
易
と
資
本
移
動
に
影
響
を
与

え

、

景
気
安
定
政
策
と
し 

て
機
能
す
る
。
ヶ
ィ
ン
ズ
の
一
般
理
論
以
降
、.貨
幣
政
策
は
財
政
政
策
よ
り
も 

低
く
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
主
な
理
由
は
為
替
相
場
が
貨
幣
政
策
の
雇
用 

効
果
に
触
媒
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
充
分
に
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
こ 

と
に
あ
る
。

■

篇

に

は

調

整
S

釘
付
け
i

馨

制

の

下

で

、
完
全
雇
用
、
質
易
為
替 

の
：自
由
化
、̂
安
定
的
な
為
替
相
場
維
持
と
い
ぅ
三
つ
の
政
策
目

標

が

あ

る

。

国
 

内
価
格
の
上
昇
がn

ス
ト
.
プ
ッ
グ

H

と
.
か
、
売
り
手
ィ
ン
フ
レ
丨
シ
ョ
ン
に 

よ
っ
.

て
生
ず
る
場
合
、
通
貨
に
対
す
る
過
大
評
価
か
ら
為
替
相
場
は
下
落
し
、
 

通
貨
の
.交

換

性

が

保

証

さ

れ
て
い
る
限
.り

資

本

逃

避

が生
ず
る
。
そ
こ
で
為
替 

相
場
を
安
定
的
に
保
つ
に
は
、
失
業
あ
る
い
は
貿
易
為
替
取
引
の
自
由
が
_

#

 

に
さ
れ
る
か
、「

ま
た
は
完
全
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に
は
通
貨
の
交
換
性
あ
る

九

七

(

ニ
〇
七)



い
は
為
替
相
場
の
安
定
性
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
ス
ト
•
イ
ン
フ 

レ
ー
シ
ヨ
ン
の
場
合
、：
現
行
体
制
下
で
は
'

輸
出
量
の
減
少
と
賃
銀•

価
格
の 

上
昇
に
伴
う
雇
用
量
の
低
下
が
生
ず
る
*
拡
張
的
な
財
政
政
策
が
と
ら
れ
る
と 

す
れ
ば
、
贸
易
収
支
の
赤
字
の
増
加
か
ら
金
外
貨
準
備
は
減
少
し
、
.
更
に
通
貨 

価
値
の
下
落
.を
予
想
す
る
資
本
逃
避
が
生
じ
て
金
外
貨
準
備
の
喪
失
を
激
化
す 

る
.
か
ら
、
結
局
、
拡
張
的
政
策
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
伸
縮
的
為
替
相
場 

も

コ
ス
ト
•

イ
ン
フ
レ
ー
ジ
.
ヨ
シ
の
固
際
収
支
，へ
の
影
響
を
除
去
す
る
手
段
と

. 

.
は
な
り
得
な
い
が
、
あ
る
国
の
イ
ン
フ
レ
I

シ
ヨ
シ
の
度
合
が
.外

国

と

の

関

係 

で
著
し
く
興
な
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
伸
縮
的
為
替
相
場
の
下
に
お
け
る
事
態
の 

急
速
な
進
行
は
問
題
を
早
く
認
識
さ
せ
、
迅
速
な
政
策
を
と
る
こ
と
を
可
能
に 

す
る
。
第
四
章
で
、

コ
ス
ト
.

イ
ン
.
フ
レ
に
対
す
る
唯I

つ
の
有
効
か
つ
確
実 

な
対
策
は
、
財
.

サ
I

ビ
ス
市
場
に
お
け
る
活
発
な
競
争
を
回
復
し
維
持
す
る 

こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、.
合
衆
国
ド
ル
は
戦
後
長
い
間
過
小
評
価
さ
れ
、
諸
外
国
の
為
替
管
理 

に
よ
っ
て
大
規
模
な
資
本
流
入
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
た
た
め

に

、

国
内
政
策
も 

国
際
収
支
か
ら
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
と
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
一
九
六
〇 

年
以
降
で
は
、
ド
ル
は
最
早
、''
過
小
評
価
さ
れ
た
通
貨
で
は
.な
く
、
合
衆
国
は
. 

対
外
勘
定
が
過
度
の
不
均
衡
に
な
ら
な
い
よ
う
に
高
い
失
業
率
を
伴
う
沈
滞
に 

耐
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
合
衆
国
の
価
格
上
昇
は
主
要
国
の
エ, 

業
生
産
物
の
輸
出
価
格
指
数
の
比
較
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
そ
の
ぼ
双
、
.合
衆
国 

の
輸
出
シ
ェ
ア
ー
の
低
下
が
生
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
合
衆
国
の
国
際
収
支
問 

題
の
お
も
な
原
因
が
民
間
資
本
輸
出
と
政
府
の
対
外
援
助
に
あ
る
と
の
見
解
に 

反
論
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
合
衆
国
の
経
験
と
対
照
的
な
実
例
と
し
て
西
ド
イ

九

八

(

ニ
〇
八)

ッ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ド
イ
ッ
.
マ
ル
タ
•は
ド
.イ
ッ
商
品
の
低
い
輸
W

価
格
の
結 

果
と
し
て
、

一.
.九
五
〇
年
代
後
半
に
過
小
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
誤 

っ
た
平
価
ば
>
外
勘
定
に
黒
字
を
も
た
ら
し
、
囯
内
の
景
気
安
定
政
策
に
対
す 

る
障
碍
と
な
っ
た
。
次
い
で
マ
ル
タ
の
切
上
げ
を
め
ぐ
る
論
議
が
紹
介
さ
れ
て 

い
る
。
結
局
、
為
替
相
場
が
自
由
に
変
動
す
.る
場
合
に
は
、
あ
る
時
期
の
為
替 

相
場
が
通
貨
を
過
大
評
価
あ
る
い
は
過
小
評
価
し
て
い
る
な
ら
ば
、
為
替
市
場 

は
弾
力
的
に
反
応
す
る
の
で
、
現
行
体
制
下
の
よ
う
な
平
価
が
適
正
か
否
か
の 

問
題
も
生
じ
な
い
し
、
平
価
変
更
の
適
正
な
比
率
も
問
題
と
な
ら
な
い
。

「

国

際

流

動

性

」

，，
で
は
、

為

替

相

場

が

自

由

に

変

動

ず

る
な
ら
ば
中
央
銀
行 

は
為
替
市
場
に
介
入
す
る
義
務
が
な
く
、
貨
幣
政
策
に
よ
っ
て
.矶
子
率
が
適
切 

に
調
整
さ
れ
る
な
ら
ば
民
間
短
期
資
本
の
均
衡
化
的
な
移
動
が
誘
発
さ
れ
て
、

.

国
際
収
支
は
直
ち
に
均
衡
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
多
額
の
金
外
貨
準
備
は
必
要 

で
は
な
い
。
為
替
相
場
が
固
定
さ
れ
、
そ
の
長
期
に
わ
た
る
安
定
性
が
懸
念
さ 

れ
る
と
き
に
は
短
期
資
本
は
そ
の
国
か
ら
流
出
し
、
不
均
衡
を
激
化
し
て
国
際 

流
動
性
の
需
要
を
増
大
す
る
。
次
い
で
、
キ
！

•
ヵ
レ
ン
シ
ー
問
題
は
現
行
体 

制
自
体
が
ら
も
た
ら
さ
れ
た
問
題
で
あ
り
、
合
衆
国
の
国
際
収
支
上
の
困
難
を 

ド
ル
の
基
軸
通
貨
と
し
て
の
役
割
か
ら
説
明
す
る
こ
，と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
 

現
在
の
基
軸
通
貨
国
で
あ
る
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
す 

る
多
数
莶
軸
通
貨
制
度
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
効
來
は
疑
わ
し
い
。
そ
の 

理
由
は
、
ド
ル
が
過
大
評
価
さ
れ
て
い
る
限
り
、
合
衆
国
の
短
期
ド
ル
廣
務
は 

合
衆
国
に
と
っ
て
負
担
な
の
で
あ
り
、
他
の
諸
国
に
と
っ
て
は
保
有
ド
ル
債
権 

の
金
と
の
交
換
、
お
よ
び
他
の
基
軸
通
^

と
の
交
換
を
惹
き
起
こ
す
の
み
で
、
 

例
え
新
し
い
基
軸
通
貨
が
創
造
さ
れ
て
も
現
在
の
時
点
で
は
確
実
に
合
衆
国
か

ら
の
金
流
出
を
招
く
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
ケ
ィ
ン
ズ
案
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
加 

II

国
の
短
期
.
の
債
権

•

債
務
を
国
内
通
貨
で
は
なV

-、

国
際
通
貨
単
位
で
示
ず 

と
し
て
も
、
ま
た
世
界
中
央
銀
行
を
設
立
す
る
と
し
て
も
、
現
在
の
時
折
変
更 

さ
れ
る
固
定
為
替
制
度
に
固
有
な
為
替
平
^
に
対
す
る
不
安
が
あ
る
限
り
、
大 

規
模
な
民
間
資
本
移
励
の
危
険
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
通
貨
の
過
大
評
®
、
 

固
定
平
価
に
対
す
る
不
安
は
伸
縮
的
為
替
相
場
に
移
行
す
れ
ば
解
消
し
、
多
額 

の
金
外
貨
準
備
を
保
有
す
る
必
要
性
も
な
く
な
る
。

「

為
替
相
場
と
.
経
済
統
合」

で
は
、
経
•済
^'
同

体

に

お

い

て

加

盟

国

の

通

貨
 

間
に
厳
格
に
固
定
さ
れ
た
為
替
相
場
を
貨
幣
政
策
の
完
全
な
統
合
に
よ
つ
て
維 

持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
為
替
市
場
に
対
す
る
直
接
介
入
に
よ
つ
て
為
替
相 

場
を
固
定
す
る
こ
と
自
体
が
こ
の
目
的
と
抵
触
す
る
。
貨
幣
政
策
の
完
全
な
協 

調
に
は
為
替
相
場
力
公
表
し
た
平
価
か
ら
^

離
す
る
傾
向
が
あ
る
な
ら
ぱ
、
各
. 

中
央
銀
行
が
公
開
市
場
操
作
そ
の
他
の
伝
統
的
手
段
を
通
じ
て
直
ち
に
行
動
す 

.
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
為
替
市
場
へ
の
人
為
的
介
入
は
極
め
て
短
期
的
な 

一
時
的
操
作
に
限
ら
れ
な
い
限
り
、
完
全
な
貨
幣
統
合
の
意
味
す
る
責
任
を
回 

避

す

る

手

段

.に

な

つ
て
し
ま
う
。

一
時
的
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
乖
離
も
あ 

ま
り
に
屢
々
生
ず
る
な
ら
ば
、
長
期
に
わ
た
る
重
大
な
不
調
整
に
導
く
お
そ
れ 

が
あ
る
。
ぞ
し
て
そ
れ
は
貨
幣
政
策
の
協
調
の
程
度
を
ゆ
る
め
る
こ
と
に
な 

る
。
こ
の
章
の
最
後
に
伸
縮
的
為
替
相
場
の
例
と
し
て
ヵ
ナ
ダ
の
経
験
を
あ
げ 

て
い
る
。
 

•
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第
一
.
一
章
。
自
由
贸
易
に
よ
る
市
場
で
の
_

由
な
競
争
は
、

一
般
に
す
べ
て
の 

書

評

国
を
そ
の
国
に
最
も
適
し
た
比
較
優
位
に
あ
る
商
品
の
生
産
に
特
化
す
る

よ

う
 

に

導

き

、
世

界

の

資

源

の

最

^
^
配

分

を

通

じ

て

世

界

経

済

の

急

速

な

成

長

を

可 

能
に
す
る
条
件
を
つ
く
り
だ
す
。
国
際
収
支
.
の
不
均
衡
に
対
処
し
、
そ
こ
か
ら 

生
ず
る
質
易
の
制
限
を
避
け
る
に
は
、
為
替
相
場
に
関
す
る
政
策
が
利
用
さ
れ 

る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
章
は
、「

外
国
為
替
市
場」

、「

国
際
収
支
統
計」

、

「

経
常
勘
定
、

⑷
贸 

易
量
と
貿
易
価
額
、
(b
)

交

易

条

件

、
⑷

ア

ブ

ソ

ー

プ

シ

ョ

ン

接

近

、
⑷

資

源

配 

分

(

為
替
相
場
と
物
価
変
動)

.、
⑷
為
替
相
場
と
雇
用
量」

、
.「

資
本
移
動
、
4

ー
了 

三
の
形
式
的
な
関
係
、
⑷
資
本
移
動
の
動
機
フ
⑷
資
本
移
動
の
効
果」

、「

先
物 

為
替
市
場
ノ
⑷
質
易
取
引
と
先
物
為
替
市
場
、
(b
)

裁
定
取
引」

よ
り
な
る
。

.

ま
ず
、
為
替
市
場
の
特
色
を
高
度
の
完
全
性
に
求
め
、
為
替
市
場
に
当
局
が 

介
入
し
な
い
限
り
、
為
替
相
場
は
現
実
の
世
界
©
市
場
で
は
み
ら
れ
な
い
よ
う 

な
完
全
競
争
に
近
い
条
件
.
の
下
で
決
定
さ
れ
る
と
い
う
。「

国
際
収
支
統
計」 

.

で
は
特
に
合
衆
国
の
国
際
収
支
表
.に
つ
い
て
触
れ
る
。
合
衆
国
国
際
収
支
の
赤 

字
は
金
の
流
出
と
外
貨
の
公
的
保
有
高
の
減
少
に
合
衆
国
の
対
外
短
期
債
務
の 

増
加
を
加
え
た
も
の
に
等
し
く
、
合
衆
国
の
民
間
対
外
短
期
債
権
は
そ
こ
に
加 

え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
完
全
な
交
換
性
の
下
で
合
衆
国
の
居
住
者
が
そ
の 

所
有
す
る
預
金
を
外
国
に
.
移
し
.
た
場
合
に
は
、
合
衆
国
の
居
住
者
が
保
有
す
る 

す
べ
て
の
銀
厅
券
と
要
求
払
預
金
が
合
衆
国
の
金
準
備
に
对
す
る
請
求
権
と
な 

る
可
能
性
さ
え
あ
る
。
現
在
の
統
計
の
慣
行
を
そ
の
ま
ま
拡
張
す
る
な
ら
ば
、
 

明
ら
か
に
貨
幣
供
給

(

通
貨
ブ
ラ
ス
要
求
払
預
金)

の
増
加
を
合
衆
国
の
国
際 

収
支
の
赤
字
の
一
部
と
呼
ぶ
と
い
う
奇
妙
な
こ
と
に
.な
る
。

さ
て
、
為
替
相
場
の
引
下
げ
が
経
常
勘
定
の
改
善
を
も
た
ら
す
に
は
為
替
市

九

九
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場
が
安
定
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、：
伸
縮
的
為
替
相
場
の
下
で
は
相
場
の 

僅
か
な
調
整
で
も
自
律
的
資
本
移
動
に
よ
っ
て
こ
の
正
常
な
効E1C

か
保
証
さ
れ 

る
。
次
い
で
、
交
易
条
件
の
惡
化
が
為
替
相
場
の
下
落
に
基
づ
く
と
い
う
主
.張
. 

に
反
論
し
、
国
際
収
支
の
調
整
に
っ
い
て
の「

ア
ブ
ソ
ー
.プ
シ
ョ
ン
接
近
/
に 

っ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
為
替
相
場
引
下
げ
に
伴
う
国
際
収
支
の
改
善
は
な 

ん
ら
の
資
源
配
分
の
改
善
が
生
じ
な
い
.場
合
で
も
、
居
住
者
が
財
お
よ
び
サ
ー 

ビ
ス
の
ア
ブ
ソ
ー
プ
シ
ョ

ン
を
減
少
さ
せ
る
程
度
に
は
必
ず
し
も
依
存
し
な 

い
。
も
し
通
貨
が
過
大
評
価
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
為
替
相
場
の
引
下
げ
は
輸 

入
制
限
の
徹
廃
を
通
じ
、
比
較
優
位
の
原
則
に
よ
っ
て
資
源
の
配
分
を
適
正
化 

す
る
か
ら
、
そ
の
国
の
総
産
出
量
は
増
加
し
、
そ
の
増
加
の
一
部
分
を
経
常
勘 

定
の
改
•善
に
向
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
そ
の
う
え
、
そ
の
国
は
以
前
よ
り 

も
国
内
の
需
要
に
応
ず
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
に
余
裕
を
も
っ
か
も
し
れ
な
い
と
。

沈
滞
と
失
業
は
平
価
が
過
大
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
指
標
で
あ
る
が
、
平 

価
の
切
下
げ
が
こ
う
し
た
時
期
に
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
国
内
経
済
の
犠
牲
を 

伴
わ
ず
に
国
際
収
支
を
改
善
で
き
る
可
能
性
が
強
い
。

ま
た
、
'為
替
相
場
引
下 

げ
に
伴
う
輸
入
制
限
撤
廃
、
資
源
の
再
配
分
は
物
価
水
準
を
引
下
げ
る
庄
力
と 

な
り
得
る
。
完
全
雇
用
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
の
為
替
相
場
の
切
下
げ
は 

「

近
隣
窮
乏
化
政
策」

と
し
て
非
難
さ
れ
て
き
た
が
、
通
貨
が
過
大
.評
価
さ
れ 

て
い
る
場
合
に
は
為
替
切
下
げ
は
雇
用
量
を
増
加
さ

せ
る
最
本
有
効
な
手
段
の 

一
っ
で
あ
る
。「

ド
ル
平
価
は
合
衆
国
に
お
け
る
極
め
て
不
満
足
な
雇
用
状
態 

と
関
速
し
て
お
り
、
こ
れ
が
通
貨
の
過
大
評
価
の
よ
り
重
要
な
側
面
で
あ
る
と 

い
う
こ
と
は
充
分
に
強
調
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
る」

。

他
方
、

固
定
平
価
の
下 

に
お
い
.て
、
過
大
評
価
さ
れ
た
通
貨
を
も
つ
国
が
為
替
市
場
を
切
下
げ
る
こ
と

一
〇

〇

(

一
二
〇)

な
く
し
て
雇
用
を
拡
大
す
る
た
め
の
ヶ
.
.ィ
ン
ズ
的
貨
幣•

財
政
政
策
を
と
る
な 

ら
ば
、
厳
し
い
輸
入
為
替
制
限
を
不
可
避
と
し
、
国
際
収
支
の
悪
化
は
限
ら
れ 

た
金
外
貨
準
備
か
ら
長V

継
続
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
そ
の
国
が 

自
給
自
足
に
向
わ
ざ
る
を
得
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
世
界
の
資
源
の
配
分
に
惡 

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
ぅ
し
た
問
題
は
為
替
相
場
の
切
下
げ
か
ら
更 

に
一
歩
進
ん
だ
伸
縮
的
為
替
相
場
制
の
下
で
は
解
消
し
、
積
極
的
な
雇
用
政
策 

に
対
し
て
も
国
際
収
支
は
最
早
、
障
碍
と
は
な
ら
.な
い
。

II
ま
た
、
資
本
の
流
出
は
為
替
市
場
に
お
け
る
そ
の
国
の
通
貨
の
供
給
を
増
加 

し
て
、
そ
の
国
の
通
貨
の
為
#.
相
場
を
引
下
げ
、
資
本
の
流
入
は
そ
の
逆
の
効 

果
を
も
つ
。
中
央
銀
行
が
為
替
市
場
に
介
入
し
な
い
な
ら
ば
"
す
な
わ
ち
為
替 

相
場
が
自
由
に
変
動
す
る
，な
ら
ば
、
資
本
の
流
出
は
g

国
通
貨
の
為
替
相
場
の 

下
落
に
よ
っ
て
財
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
の
増
加
を
も
た
ら
す
。
他
方
、
移 

転
し
た
資
金
が
中
央
銀
行
の
市
場
介
入
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
る
な
ら
ば
経
常
勘 

定
の
変
更
は
直
接
に
は
誘
発
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
伸
縮
為
替
相
場
制
の
下
で
中 

央
銀
行
が
ィ
ン
フ
レ
.傾
向
を
抑
え
る
た
め
に
利
子
率
を
引
上
げ
る
な
ら
ば
、
資 

本
の
流
入
、.
•輸
入
の
増
加
が
生
じ
、
国
内
市
場
へ
の
商
品
の
供
給
増
加
か
ら
ィ 

ン
.
フ
レ
傾
向
ば
和
ら
げ
ら
れ
る
。
こ
の
輸
入
は
資
本
流
入
国
通
貨
の
為
替
価
値 

の
騰
貴
か
ら
低
い
価
格
で
行
な
わ
れ
る
。
ま
た
、
景
気
後
退
期
に
中
央
銀
行
が 

拡
張
的
政
策
を
と
る
な
ら
ば
、
外
国
の
よ
り
高
い
利
子
収
益
を
求
め
て
資
本
が 

流
出
し
、
輸
出
超
過
が
生
じ
、
国
内
の
拡
張
を
強
め
る
。
完
全
雇
用
状
態
か
ら 

総
需
要
の
減
少
が
生
ず
る
と
、
利
子
率
は
自
動
的
に
低
下
し
、.
国
内
の
雇
用
量 

に
対
し
て
外
国
貿
易
が
拡
張
的
な
効
果
を
与
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
為
替
相 

場
が
自
由
に
変
動
し
な
い
場
合
に
は
、
貨
幣
政
策
の
役
割
は
減
少
す
る
。
何
故

な
ら
ば
、
中
央
銀
行
に
よ
る
流
入
資
金
の
吸
収
は
貨
幣
供
給
量
の
増
加
を
も
た 

ら
し
、
中
央
銀
行
が
利
子
率
を
引
上
げ
て
通
貨
収
縮
政
策
を
と
ろ
ぅ
と
し
て
い 

る
意
図
と
相
反
す
る
。

通
貨
の
交
換
性
が
回
復
し
て
い
る
と
き
、

固
定
為
替
相
場
制
の
下
に
枯%

 

て
、
景
気
沈
滞
国
が
拡
大
政
策
を
と
る
な
ら
ば
.経
常
収
支
は
惡
化
し
、
通
貨
の 

過
大
評
価
の
強
ま
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
と
投
機
的
な
資
本
が
流
出
し
、
交
換 

性
の
停
止
か
、
平
価
切
下
げ
が
行
な
わ
れ
な
い
限
り
"
よ
り
一
層
の
通
貨
の
収 

縮
が
不
可
避
と
な
る
。
そ
の
結
果
、

一
層
著
し
い
景
気
後
退
が
生
ず
る
。

つ
ま 

り
固
定
為
替
相
場
制
と
完
全
な
交
換
性
の
下
で
は
沈
滞
国
に
よ
る
拡
張
的
な
通 

货
財
政
政
策
が
使
い
得
，な
い
■の
み
.な
ら
ず
、
' 

こ
.の
制
度
の
下
で
は
長
,«
|

的
こ
.

,t 

景
気
後
退
の
度
合
い
を
惡
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

先
物
為
替
市
場
の
利
用
に
よ
っ
て
、
外
国
貿
易
業
者
は
将
来
の
一
走
期
間
に 

お
け
る
為
替
相
場
の
変
動
か
ら
生
ず
る
危
險
を
回
避
す
る
.こ
と
が

.で

き

る

か 

ら
、
大
部
分
の
贸
易
業
者
に
と
っ
て
は
先
物
市
場
の
み
が
関
心
の
あ
る
為
替
市 

場
な
の
で
あ
る
。

一
般
に
安
定
的
な
為
替
相
場
は
活
発
な
.国
際
質
易
を
強
く
刺 

戟
す
る
要
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
実
際
に
問
題
な
の
が
、
先 

物
相
場
の
蹇
性
で
あ
る
こ
と
は
常
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
中
央
銀
行
は
主
と 

し
て
直
物
相
場
の
釘
付
け
に
専
念
し
、
国
際
通
貨
鉴
金
協
定
も
先
物
相
場
に
つ 

い
て
な
に
も
規
定
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
先
物
市
場
の
発
達
.を
.遅
ら
せ
る 

も
の
で
、
現
在
の
先
物
市
場
は
本
来
の
姿
で
は
な
い
。

金
利
裁
定
的
な
短
期
資
金
の
移
動
は
、
短
期
金
利
差
と
直
先
相
場
の
ひ
ら
.き 

を
等
し
く
す
る
傾
向
が
あ
り
、
先
物
市
場
が
発
達
し
て
い
る
な
ら
ば
金
利
裁
定 

取
引
に
よ
つ
て
期
間
が
異
な
る
す
べ
て
の
為
替
相
場
は
安
定
化
す
る
こ
と
に
な

る
。
貨
幣
政
策
の
変
更
が
資
本
移
動
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
例
え
ば
国
内 

.の
利
子
率
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
資
本
移
動
が
す
べ
て
ヵ
バ
ー
さ
れ 

た
金
利
裁
定
の
形
を
と
る
な
ら
ば
、
直
物
為
替
市
場
へ
の
資
本
流
入
は
よ
り
長 

期
の
先
物
市
場
に
お
け
る
反
対
の
動
き
を
伴
ぅ
。
貿
易
業
者
は
一
般
に
取
引
す 

る
商
品
の
引
渡
し
期
日
と
ほ
ぼ
同
一
期
間
の
為
替
市
場
を
利
用
す
る
と
考
え
ら 

れ
る
の
で
、利
子
率
引
上
げ
直
後
の
資
本
流
入
に
よ
る
外
国
為
替
の
供
給
増

加

、
 

.自
国
通
貨
価
値
の
騰
貴
か
ら
輸
入
の
増
加
が
誘
発
さ
れ
る
が
、
そ

の

国
の
通
貨 

の
先
物
相
場
€>
-
低
下
か
ら
先
物
に
よ
る
輸
入
は
減
少
す
る
。
こ
ぅ
し
て
貨
幣
当 

局
.の
利
子
率
引
上
げ
は
外
国
か
ら
の
資
源
の
借
入
れ
を
促
し
、
望
ま
し
い
景
気 

循
環
抑
庄
効
果
を
生
ぜ
し

め

る

。

し

か

し

両
国
の
金
利
水
準
が
そ
の
ま
ま
変
化 

な
く
維
持
さ
れ
る
な
ら
ば
、
金
利
裁
定
取
引
も
同
一
方
向
に
働
き
続
け
る
.こ
と 

に

な

る

。

中

央

.銀

行

が

直

物

相

場

を

固

定

し

、

先
物
相
場
を
自
ri
3

に
変
動
さ
せ 

て
お
く
場
合
、
金
利
裁
定
取
引
に
よ
っ
て
直
^
市
場
に
圧
力
が
加
わ
る
と
金
外 

貨
準
備
の
流
出
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
避
け
る
一
，つ
の
方
法
は
直
先 

相
場
を
自
由
に
変
動
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
：

三

第
四
章
は
、「

金
本
位
型
の
通
貨
制
度
、

⑷
純
粋
な
金
本
位
制
、
(b

)
外
国
為 

替
本
位」

、「

調
整
可
能
な
釘
付
け
相
場
、
⑷
ブ

レ
ト
ン
•
ゥ
ッ
ズ
協
定
、
(b

)
調 

整

可

能

な

釘

付

け

相

場

の

下

に

お

け

る

資

本

移

動

、

(«
)

現

在

の

制
度
の
発
展
の 

方

向」

、「

伸

縮

的

為

替

相

場
/

「

為
替
相
場
変
動
幅
の
.
拡
大」

よ
り
な
る
。

金
本
位
制
の
下
で
は
、
為
替
相
場
の
変
動
範
囲
は
通
常
、
金
現
送
点
間
に
限 

ら
れ
て
お
り
、為
替
相
場
の
変
動
、金
の
移
動
に
よ

っ
て
中
央
銀
行
の
と
る
政
策



が
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
に
：、
そ
の
予
想
に
従
っ
て
誘
^
ざ
れ
る
安
定
化
的
な 

投
機
的
短
期
資
本
移
動
に
よ
っ
て
国
際
収
支
の
調
整
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
" 

外
国
為
替
本
位
の
下
.で
も
、
完
全
な
.交
換
性
が
保
証
さ
れ
て
い
.る
限
り
、，
保
有 

外
貨
の
祜
渴
を
防
ぐ
た
.め
に
ば
金
沐
位
制
下
と
同
様
の
政
策
莲
準
を
適
用
せ
ざ 

る
を
得
な
い
。
ま
た
、
国
際
収
支
の
調
整
に
は
価
格
の
：下
方
硬
直
性
に
よ
っ
て 

国
内
的
に
大
き
な
犠
牲
が
必
要
と
さ
れ
る
？ 

.

、

ブ
レ
ト
ン
♦
ゥ
ッ
ズ
協
定
の
下
で
は
、
銮
礎
的
不
均
衡
に
よ
る
平
価
の
変
更 

が
行
な
わ
れ
る
以
前
に
存
在
す
る
長
期
に
わ
た
る
大
幅
な
不
調
整
の
期
間
.と
、
 

平
価
の
不
速
続
な
変
页
は
か
え
っ
て
贸
易
と
国
際
投
資
を
大
き
く
攪
乱
す
る
。
 

伸
縮
的
為
替
相
場
の
下
で
は

、

不
規
則
な
為
替
相
場
の
変
動
は
貨
幣
当
局
：の
機 

敏
な
政
策
：に
よ
っ
て
避
け
ら
れ
、
ま
た
反
ィ
ン
フ
レ
的
な
貨
幣
，
財
政
政
策
を 

と
り
な
が
ら
完
全
雇
用
が
雜
持
さ
れ
る
。
更
に
.資
本
流
出
に
伴
う
為
替
相
場
の 

下
落
は
輸
出
を
促
し
て
国
内
支
出
の
減
少
を
埋
め
合
わ
せ
る
。
通
貨
収
縮
は
当 

局
が
目
標
と
し
て
い
る
雇
用
と
物
価
の
安
定
を
丁
度
達
成
す
る
よ
う
に
適
切
に 

行
な
わ
れ
る
。
釘
付
け
為
替
相
場
制
で
は
雇
用
政
策
に
お
け
る
選
択
の
自
由
を 

失
い
、
i

の
過
大
評
価
に
よ
る
資
本
流
出
に
際
し
て
は
高
い
失
業
率
で
あ
っ 

て
も
、
外
貨
準
備
を
維
持
す
る
た
め
•に
引
締
的
な
貨
幣
‘
財
政
政
策
の
採
用
が 

必
要
と
さ
れ
る
か
、
為
替
管
理
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
い
。.
そ
の
結
果
、
持
続 

的
な
失
業
と
沈
滞
、
世
界
質
易
の
縮
小
が
生
じ
る
。

従
っ
て
、
本
書
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
交
換
性
の
回
復
し
た
，調 

整
可
能
釘
付
け
為
替
相
場
制
の
下
で
は
、

コ
ス
ト
•
イ
ン
フ
レ
そ
の
他
に
よ
る

• 

一
〇
ニ 

(

ニ
ー
.
ニ)

通
貨
の
過
大
評
価
は
、
早
急
な
為
替
平
価
の
調
整
の
困
難
か
ら
輸
出
の
減
少
> 

失
業
"
景
気
の
沈
滞
と
な
っ
.て
あ
ら
わ
れ
、
為
替
平
価
に
切
下
げ
の
思
惑
が
生 

ず
る
な
ら
■ば
、
投
機
的
な
活
動
が
活
発
化
し
て
不
均
衡
化
的
な
短
期
資
本
流
出 

が
不
可
避
と
な
る
た
め
、
，国
際
収
支
は 

一
]1
惡
化
し
、
国
際
流
1|
^:
に
対
す
る 

需
要
を
増
加
す
る
。
.そ
こ
で
は
拡
張
的
な
政
策
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
.0
伸 

縮
的
為
替
相
場
制
で
は
ハ
国
際
収
支
の
調
整
は
為
替
相
場
の
自
由
変
動
に
委
ね 

ら
れ
、
当
局
に
よ
る
適
切
な
貨
幣
政
策
は
短
期
資
本
移
動
、
輸
出
入
の
変
化
を 

通
じ
て
、
国
内
経
済
面
で
の
犠
牲
を
伴
•わ
ず
に
国
際
収
支
の
均
衡
回
復
を
可
能 

に
す
る
。
そ
こ
で
は
.あ
る
国
の
質
易
収
支
の
が
激
し

V

と
も
、
慎
逭
な
貨 

幣
政
策
が
と
ら
れ
る
な
ら
ば
、
民
間
資
本
移
動
に
よ
つ
て
為
替
相
場
の
変
動
が 

望
ま
し
い
安
定
性
を
も
つ
>よ
ぅ
に
な
る
。
例
え
ば
中
央
銀
行
は
そ
の
通
貨
に
対 

す
る
攪
乱
的
な
投
機
に
対
し
て
は
、
国
内
の
短
期
利
子
率
を
外
国
の
利
子
率
プ 

ラ
ス
一
般
に
予
想
さ
れ
る
為
替
相
場
切
下
げ
率(

年
率)

.に
等
し
く
な
る
ま
で 

引
上
げ
れ
ば
よ
い
。
ま
た
、
当
局
が
為
替
相
場
の
安
定
を
目
的
と
し
て
為
替
市 

場
に
介
入
1-
.
な
い
.な
ら
ば
、
多
額
の
金
外
貨
準
備
を
保
有
す
る
必
要
は
な
く
、
 

国
際
貿
易
量
が
増
加
し
て
も
国
際
流
動
性
に
対
す
る
需
要
は
生
じ
な
い
。

.

し
か
し
現
実
に
は
、
為
替
市
場
の
安
定
性
と
と
も
に
不
均
衡
化
的
な
為
替
投 

機
が
問
題
と
な
る
。
為
替
相
場
の
低
落
が
生
じ
た
場
合
、
リ
ー
ズ
•
ア
ン
ド
. 

ラ
ク
ズ
と
か
、

一
層
の
相
場
下
落
を
予
想
す
る
為
替
投
機
が
生
ず
る
な
ら
ば
、
 

為
替
相
場
の
下
落
が
激
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
ぅ
し
た
場
合
に
は
国
内
的 

に
は
デ
フ
レ
政
策
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
為
替
相
場
の
変
動
が
不
安
定
な
場
合 

に
は
為
替
市
場
へ
の
介
入
が
屢
々
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
ヵ
ナ 

ダ
の
過
去
の
経
験
が
例
に
あ
げ
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
カ
ナ
ダ
は
合
衆
国

と
金
融
市
場
そ
の
他
で
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
国
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ 

れ
る
べ
き
で
あ
る
な
お
、
こ
の
日
本
語
訳
に
は
か
な
り
の
誤
り
が
み
ら
，れ
る 

た
め
、
読
者
に
は
英
文
を
参
照
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
思
ぅ
。
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